


国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
秋
名
の
ア
ラ
セ
ツ
行
事
が
今
年
も
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
に
は
、
収
穫
感
謝
・
豊
作
祈
願
の

祭
事
で
あ
る
シ
ョ
チ
ョ
ガ
マ
が
行
わ
れ
、

ヨ
ラ
、メ
ラ
と
い
う
掛
け
声
を
伴
っ
た
男

性
陣
の
ゆ
す
り
に
よ
っ
て
シ
ョ
チ
ョ
ガ
マ

（
小
屋
）が
盛
大
に
崩
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
方
に
は
海
の
彼
方
の
神
々
へ

の
祈
願
で
あ
る
平
瀬
マ
ン
カ
イ
が
行
わ
れ
、

ノ
ロ
役
、
神
役
の
踊
り
に
よ
り
豊
作
や
豊

漁
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
チ
ョ
ガ
マ
、
平
瀬
マ
ン
カ
イ
に
は
、

多
く
の
住
民
、
見
物
客
が
集
ま
り
、
伝
統

の
祭
事
を
見
守
り
ま
し
た
。

ショチョガマ・平瀬マンカイ

豊作願い
伝統の秋名アラセツ行事

令和７年９月24日
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9 月

29日

任務を終えた消防車
国際協力で開発途上国へ寄贈

9 月

19日

「SOS の出し方教室・
  SOSの受け止め方講演会」開催

9 月

25日

秋の交通安全運動
園児が安全運転を呼びかけ

10月

1 日
教育長・教育委員を任命

  龍郷町消防団の車両として活躍した水槽付き

消防ポンプ自動車を一般社団法人日本外交協会

に寄贈するため、9月29日に出発式を行いました。

  車両は、 2,500Lの水槽を積載した消防ポン

プ自動車で、 平成11年度から令和６年度まで

活躍しました。 消火栓や防火水槽等を利用しな

くても消火活動が可能であり、 水道管が敷設さ

れている地域の少ない開発途上国では非常に重

宝される車両です。

  同協会は、 国際協力や援助の一環で、 消防車

や救急車を開発途上国へ寄贈する活動をしてい

ます。 龍郷町もこの活動をとおして国際協力を

行います。 予定されている寄贈先は、アフリカの

ブルキナファソ国となっております。

  また、 今回の消防車両の寄贈にあたり、 同協

会から感謝状をいただきました。

  10月1日付けで、 教育長に碇山和宏氏、 教育

委員に岩切博文氏が改めて任命され、 竹田泰典

町長から辞令が手渡されました。 碇山教育長の任

期は、 令和10年9月30日までの3年間、 岩切

教育委員の任期は、 令和11年9月30日までの

4年間となっています。

  龍郷町内において秋の

交通安全運動が行われ、

広報パレードのほか、 島

育ち産業館前にて交通安

全を呼びかけるチラシ配

りが行われました。

TaTsugo Town Topics 

話題の龍郷町

  一般社団法人高橋

聡美研究室より高橋聡

美先生を講師にお招き

し、 SOSの出し方教室 ・

SOSの受け止め方講演

会を開催しました。

  「SOSの出し方教室」では、 赤徳小学校の6

年生を対象にし、 講話や友だちの良いところを

発表し合う“他己紹介”などを通して子どもたち

が自分の気持ちに気づき、 困ったときやつらい

時は一人で抱え込まず、 信頼できる大人に話す

ということを学びました。

  また、「SOSの受け止め方講演会」では町内の

小中学生の保護者を対象に、 子どもたちからの

サインに気づき、 安心して受け止めるためのポ

イントについてお話をいただきました。

  子どもたちが安心してSOSが出せる、またそ

のSOSを受け止められる環境を地域全体でつ

くっていけるよう、今後も取組を続けていきます。

  チラシ配りには、 奄美警察署や龍郷町交通安

全協会の会員らとともに、 健児こども園の園児

22名が参加。 龍郷町公式キャラクター 「タッ

ピィ」と一緒に「安全運転をお願いします！」と元

気よくチラシを手渡しました。
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令和７年10月：福岡インターナショナルスクール（体験学習／31名）

文／地域おこし協力隊 川﨑

問い合わせ先 かんもーれ！たつごう民泊実行委員会事務局（役場企画観光課内） ☎ 0997-69-4512

かんもーれ！ た つごう民 泊

受 入 れ 報 告

龍郷町教育民泊

～ Harvest & Share  龍郷町～
収穫体験でその地域の料理を楽しみ

地域の人と交流

月２日（木）、 福岡インターナショナルスクール

高校２年生の生徒31名が「かんもーれ！たつ

ごう民泊」１日体験をしました。

  この交流は、「Harvest & Share　龍郷町～収穫体

験でその地域の料理を楽しみ地域の人と交流～」 と題

しており、収穫体験、調理、食事を共有する楽しさを表

しています。  

  ５月に龍郷町地域振興公社の協力のもと、さつまい

もの苗を植え、今回の収穫体験を実施しました。 収穫し

たさつまいもを使い一緒に島料理を作り、食事をしまし

た。 午後は赤尾木の座唄会の皆さんと一緒に八月踊り

の体験を行いました。 ハト笛、ちぢん、 三線にも挑戦し

笑顔あふれる時間を過ごしました！ 本町の文化や日常

を教育民泊を通して共有できればと思います。  

  はじめましての人たちと一緒に作業などを行い、お互

いに興味を持って美味しい食事や文化を体験し楽しむ。

とってもシンプルですが普段なかなか体験することの

ない貴重な時間でした。
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さつまいもの
収穫体験

八月踊り体験

収穫したさつまいもを使った
「とんむち」をはじめ
「島うどん」などの
島料理づくりを体験

 作った「島うどん」のレシピは
今月号裏表紙に掲載しています！
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空き家と移住のご相談はこちら ☎090-7760-9491

連載　vol.25令和6年4月着任
谷 亜矢子

種下ろしで
また太ります！

大阪府出身・円集落在住

移住定住カウンセラー

令和5年4月着任
竹内 ひとみ

埼玉県出身・円集落在住

地域おこし協力隊

営業
時間

平日（10：00～16：00）龍郷町幾里423 あらば食堂隣
※土日祝日は完全予約制です。

※スタッフ不在の場合もあるため、事前に予約や電話でのお問合せをお勧めします。

空き家と移住のご相談はこちら ☎090-7760-9491

ホームページ Instagram

空
き
家
所
有
者
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

島外からの大学生が
「シマ暮らしお助け帳」の作成を体験

大
勝
集
落
の「
シ
マ
暮
ら
し
お
助
け
帳
」作
成
の

た
め
、関
西
か
ら
３
名
の
大
学
生
が
助
っ
人
に
来

て
く
れ
ま
し
た
！
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
沢
山

令
和
６
年
度
の
空
き
家
調
査
で
把
握
し

た
１
８
６
件
、
１
９
８
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
発
送
し
ま
し
た
。（
複
数
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
発
送
し
て
い
る
物
件
が
あ
り
ま
す
）

結
果
は
円
グ
ラ
フ
の
通
り
で
、
２
割
程
度

の
方
か
ら
し
か
回
答
を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

各集落の
種下ろしが
楽しみです！

▲

９月度「住もうディ！」問合せ状況

移住・住まい探しについての相談

空き家の活用・解体についての相談
合計 0 件

合計 12 件

件=2 件=2

地域の方から、集落行事
や昔の暮らしなどについ
てお話を伺いました。鶏飯
もご馳走になりました。

長年の放置により雨漏り被害
が進んでしまった空き家

空き家所有者
アンケート結果（件数）

その他
3

解体したい
13

宛先不明 18

売買したい 3

検討中
3

賃貸したい
5

将来自身や
家族が住む

8

未回答
145

活
用
を
検
討

し
て
い
る
所

有
者
さ
ん
を

中
心
に
、
空

き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を

交
渉
中
で
す
。

平日5日営業に
なりました！

の
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
と
併
せ
て
集
落
内
を
歩
き
ま
わ
り

「
大
勝
集
落
た
ん
け
ん
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

敬
老
会
で
は
準
備
作
業
や
敬
老
相
撲
に
も
参
加
で

き
て
、と
て
も
印
象
的
な
思
い
出
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
宿
泊
先
と
し
て
教

育
民
泊
の
受
入
家
庭
の
皆
さ
ん
に

も
沢
山
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
行

事
の
前
後
で
お
忙
し
い
中
、
温
か

く
迎
え
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

大勝集落のみなさま、ありがっさまりょうた！

島外からの大学生が
「シマ暮らしお助け帳」の作成を体験

き
て
、と
て
も
印
象
的
な
思
い
出
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
宿
泊
先
と
し
て
教

育
民
泊
の
受
入
家
庭
の
皆
さ
ん
に

も
沢
山
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
行

事
の
前
後
で
お
忙
し
い
中
、
温
か

く
迎
え
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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問

世
界
遺
産
奄
美
ト
レ
イ
ル
の
利
用

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

令
和
３
年
に
開
通
式
を
実

施
し
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
博
物
学
士
講
座

な
ど
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
奄
美
ト
レ
イ

ル
コ
ー
ス
の
利
用
に
は
、
特
に
届
出
等
必
要

な
い
こ
と
か
ら
、
実
数
は
把
握
さ
れ
て
い
な

い
が
、
今
後
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
な
ど
、
ト
レ
イ
ル
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

龍
郷
町
島
育
ち
産
業
館

で
行
っ
て
い
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
昨
年

度
の
利
用
が
64
件
、
使
用
料
収
入
額
は

18
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ン
タ
カ
ー
に

よ
る
町
内
を
短
時
間
で
通
過
す
る
観
光
か

ら
、
町
内
で
の
観
光
消
費
を
増
や
す
滞
在

型
の
観
光
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
今
後
は
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
増

加
に
努
め
て
い
く
。

問

西
郷
小
浜
公
園
の
利
用
状
況
と
今

後
の
活
用
計
画
は
。

答（
町
長
）

西
郷
小
浜
公
園
は
、
令
和

６
年
３
月
に
竣
工
式
典
を
開
催
し
、
施
設

供
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
教
育
民
泊
で

の
八
月
踊
り
や
荘
内
南
洲
会
が
来
島
し
た

際
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
が
、

今
後
も
観
光
ス

ポ
ッ
ト
・歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
場

と
し
て
、町
内
外

の
方
に
ス
テ
ー

ジ
を
利
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
等
に

活
用
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問

赤
尾
木
西
海
岸
沿
い
の

「
あ
ず
ま

屋
」
の
改
修
計
画
は
。

答（
町
長
）

「あ
ず
ま
屋
」
は
、
赤
尾
木

集
落
か
ら
奄
美
市
笠
利
町
へ
向
か
う
国
道

58
号
沿
い
に
位
置
し
、
平
成
19
年
に
県
の
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

本
町
へ
財
産
譲
渡
さ
れ
た
施
設
だ
が
、
塩

害
に
よ
り
老
朽
化
が
著
し
く
現
在
利
用
で

き
な
い
状
態
で
非
常
に
危
険
な
こ
と
か
ら
、

近
く
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
。
撤
去
後
の
改

修
計
画
は
特
に
な
い
が
、
要
望
等
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

長
期
計
画
に
あ
る
公
共
施
設
の
今

後
の
整
備
計
画
は
。

答（
町
長
）

イ
ン
フ
ラ
を
含
む
社
会
資

本
整
備
に
加
え
て
、
ど
ぅ
く
さ
ぁ
や
館
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
認
定
保
育
、
加
世
間
峠

整
備
事
業
や
島
育
ち
産
業
館
整
備
事
業
等

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問

公
共
施
設
を
整
備
し
て
い
く
た
め

の
財
政
見
通
し
は
。

答（
町
長
）

財
政
面
で
は
、
自
主
財
源

の
確
保
と
国
・
県
の
補
助
制
度
や
、
有
利

な
起
債
の
活
用
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、維
持
管
理

費
や
更
新
費
用
な
ど
全
体
を
見
据
え
た
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
長
期
的

な
負
担
の
平
準
化
に
努
め
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
も
と
公
共
施
設
の
整
備
を
着

実
に
進
め
、
町
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問

主
権
者
教
育
の
教
育
現
場
で
の
取

り
組
み
は
。

答（
教
育
長
）

社
会
教
育
で
は
、
郷
土
に

対
し
て
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
わ
が
町
を

大
切
に
し
、
よ
り
よ
く
し
た
い
思
い
を
醸
成

す
る
た
め
に
、
「
子
ど
も
博
物
学
士
講
座
」

や

「菊
次
郎
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
へ
も
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
こ
の

「ふ
る
さ
と
意
識
」
が

主
権
者
教
育
へ
の
下
地
に
な
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

課
題
は
、
学
校
や
学
級
が
１
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
多
様
な
意
見
を

出
し
合
い
、
他
の
人
の
意
見
を
尊
重
し
、
認

め
合
う
学
校
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
か
振
り

返
り
が
必
要
で
あ
る
。

問

政
治
に
関
心
を
持
た
せ
る
取
り
組

み
は
。

答（
教
育
長
）

学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒

会
役
員
選
の
と
き
に
、
実
際
の
選
挙
で
使

用
す
る
記
載
台
や
投
票
箱
を
借
り
て
投
票

し
、
主
権
者
意
識
を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い

る
学
校
や
、
租
税
教
室
・
社
会
を
明
る
く

す
る
作
文
へ
の
応
募
、
新
聞
記
事
等
を
通
じ

て
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。

伊集院 巖 議員

観
光
振
興
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

公
共
施
設
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

西郷小浜公園
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令和７年  第３回  定例会

問

医
療
機
関
に
お
い
て
専
門
医
の
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

島
内
で
は
43
医
療
機
関
が

診
療
中
で
、
診
療
所
34
ケ
所
、
病
院
９
ケ

所
と
な
っ
て
い
る
。
産
科
・
小
児
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
に
つ
い
て
は
、
閉
院
も
あ
り
不
足
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
医
療
機
関
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
特
別
診
療
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
「奄
美
保
健
医
療

圏
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
や
令
和
６

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
第
２
期
鹿
児
島

県
医
師
確
保
計
画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
本
調
整
会
議
で
進
め
つ
つ
、
経
済
的
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
、
地
域
の
医
療
機
関
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
、
医
師
養
成
課
程
を
通
じ
た

取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
る
。

問

男
性
保
育
士
の
採
用
の
計
画
は
。

答（
町
長
）

こ
れ
ま
で
男
性
保
育
士
の

応
募
は
あ
っ
た
が
、
採
用
に
至
っ
た
経
緯
は

な
い
。
保
育
士
の
採
用
は
、
男
女
問
わ
ず
に

募
集
し
て
い
る
。

問

女
性
消
防
士
の
採
用
計
画
は
。

答（
町
長
）

消
防
士
の
採
用
も
、
男
女

問
わ
ず
に
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
受
験
し
た
女
性
は
１
名
だ
っ
た
が
、
採
用

ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

問

今
後
、
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用

率
の
目
標
は
。

答（
町
長
）

令
和
３
年
に
策
定
し
た
、

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
特
定
事
業
主

行
動
計
画
に
お
け
る
管
理
職
相
当
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
を
、
令
和
７
年
度
ま
で
に

20
％
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
令
和
７
年
４

月
現
在
、
17
・
６
％
で
、
目
標
登
用
率
が

未
達
成
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
今
後
は
人

事
評
価
等
や
各
種
研
修
会
を
活
用
し
女
性

管
理
職
の
登
用
に
努
め
て
い
く
。

問

地
域
振
興
公
社
職
員
の
処
遇
や
福

利
厚
生
、
定
年
制
は
。

答（
町
長
）

労
働
基
準
法
や
そ
の
他
の

法
令
に
基
づ
き
民
間
事
業
所
の
労
働
条
件

等
を
参
考
に
、
公
社
独
自
の
社
員
就
業
規

則
、
社
員
賃
金
規
定
や
マ
イ
カ
ー
通
勤
規

定
等
、
就
業
に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
い

る
。
定
年
制
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
雇
用
期
間

が
通
算
５
年
以
上
で
無
期
雇
用
契
約
に
転

換
し
た
社
員
の
定
年
は
、
65
歳
到
達
年
度

ま
で
と
規
定
さ
れ
る
が
、
１
年
以
内
の
延
長

も
可
能
。

問

水
源
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、

山
林
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
は
。

答（
町
長
）

定
期
的
に
点
検
パ
ト
ロ
ー

ル
及
び
伐
採
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
龍
南
地

区
浄
水
場
水
源
の
上
流
域
を
、
水
道
水
源

涵
養
林
と
し
て
整
備
保
全
し
、
不
法
投
棄

や
乱
開
発
に
よ
る
水
質
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
行
為
等
を
確
認
し
た
場
合
は
林
務
・
河

川
管
理
部
局
や
、
近
隣
自
治
体
と
連
携
し

適
切
に
対
応
す
る
。

問

各
水
源
地
取
水
ポ
ン
プ
の
年
間
取

水
量
の
把
握
や
新
規
の
地
下
取
水
地
の
計

画
は
。

答（
町
長
）

地
下
水
を
水
源
と
す
る
取

水
施
設
は
４
施
設
あ
り
、
各
浄
水
場
や
配

水
池
に
流
量
計
を
設
置
し
管
理
し
て
い
る
。

突
発
的
な
故
障
に
よ
る
取
水
停
止
・
水
源

枯
渇
や
、
水
需
要
の
増
加
な
ど
、
様
々
な

事
態
が
想
定
さ
れ
、
新
た
な
地
下
水
源
の

確
保
が
重
要
で
、
今
年
度
よ
り
中
勝
地
区

に
お
い
て
「さ
く
井
工
事
」
に
必
要
な
用
地

調
査
に
着
手
し
、
今
後
は
、
年
次
的
に
第

２
・
第
３
の
水
源
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

德永 義郎 議員

離
島
医
療
に
つ
い
て

地
域
振
興
公
社
に
つ
い
て

安
全
な
水
道
水
の

確
保
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

現在取水している中勝水源地
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想
以
上
に
多
く
、
送
迎
車
両
に
入
り
き
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
こ
と
や
体
調
不
良

の
対
応
が
突
発
的
に
発
生
す
る
の
で
、
緊
急

時
を
想
定
し
た
宿
泊
地
の
確
保
が
必
要
な

こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
し
た
上
で
、
教
育
民
泊
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

家
庭
生
ご
み
処
理
コ
ン
ポ
ス
ト
購

入
補
助
や
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
補
助
の
状

況
と
課
題
は
。

答（
町
長
）

家
庭
生
ご
み
処
理
コ
ン
ポ

ス
ト
購
入
補
助
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
補
助

は
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
改
善
、

ご
み
の
減
量
化
、宅
配
物
の
再
配
達
の
解
消

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
購
入
費
用
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
実
績
と
し
て
、
家
庭
生

ご
み
処
理
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
補
助
２
件
、
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
補
助
が
６
件
で
、
申
請
件

数
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
あ
る
の

で
、
今
後
も
、
広
報
誌
等
で
広
く
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

久保 誠 議員

問

令
和
６
年
度
の
納
税
状
況
は
。

答（
町
長
）

令
和
６
年
度
は
、
寄
附
額

８
,
９
８
５
万
３
千
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
14
件
４
６
０
万
円
で
あ
っ
た
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
活
用
状
況
は
。

答（
町
長
）

離
島
甲
子
園
参
加
費
負
担

金
や
地
域
活
力
創
出
事
業
、
輝
く
龍
郷
っ

子
支
援
事
業
な
ど
９
つ
の
歳
出
科
目
に
３
,

８
０
０
万
円
充
当
し
て
い
る
。

問

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

離
島
で
は
、
物
流
コ
ス
ト

が
高
く
加
工
技
術
や
商
品
開
発
力
も
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
返
礼
品
の
送
料
が

割
高
と
な
る
こ
と
も
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新

た
な
返
礼
品
の
開
発
と
併
せ
て
体
験
型
の

観
光
旅
行
商
品
や
本
場
奄
美
大
島
紬
な
ど

の
高
額
返
礼
品
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

子
ど
も
食
堂
の
現
状
は
。

答（
町
長
）

現
在
、町
内
に
お
い
て

「子

ど
も
食
堂
」
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
は
４
ケ
所
で
あ
る
。
月
１
回
程
度
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
と
２
ケ
月
に
１
回
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
、
食
数
に
つ

い
て
は
、
50
食
か
ら
１
３
０
食
、
20
人
〜
50

人
程
度
の
子
ど
も
が
参
加
し
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

問

県
の
補
助
事
業
の
内
容
と
導
入
実

績
は
。

答（
町
長
）

県
の
補
助
事
業
は
、
「新
規

開
設
支
援
事
業
」
と
「ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
」
が
あ
る
。

「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
と
は
子
ど

も
食
堂
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
、
子
ど
も
食
堂
を
学
習
し
た
い
グ
ル
ー

プ
、
支
援
し
た
い
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
る
。
子
ど
も
食
堂
の
新
規
開
設
や
運

営
に
伴
う
相
談
に
対
す
る
具
体
的
な
助
言

及
び
支
援
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
行
う
制
度

で
、
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
等
を
受
け

鹿
児
島
県
子
ど
も
食
堂
登
録
制
度
で
登
録

を
受
け
た
子
ど
も
食
堂
が

「
新
規
開
設
支

援
事
業
」
の
対
象
と
な
る
。
子
ど
も
食
堂

を
少
な
く
と
も
年
２
回
開
催
し
、
購
入
し

た
消
耗
品
費
、
備
品
購
入
費
な
ど
が
対
象

で
、
食
材
に
つ
い
て
は
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

本
町
に
お
い
て
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
を
受
け
た
団
体
は
２
ケ
所
で
、
新
規
開

設
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
実
績
は
な
い
。

問

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
対

す
る
国
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
や
家
族

の
参
加
、
資
金
の
確
保
、
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
・
確
保
、
地
域
と
の
連
携
、
リ
ス
ク
の
管

理
、
会
場
の
確
保
と
６
つ
の
課
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
食
材
等
を
調

達
す
る
た
め
の
資
金
の
確
保
、
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
、
食
品
の
衛
生
管
理
に
対
す
る
リ
ス
ク

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町
が
で
き
る
支
援

は
、
運
営
費
の
補
助
で
、
単
独
事
業
で
財

源
が
伴
う
た
め
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
実
施
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

問

教
育
民
泊
の
現
状
と
課
題
は
。

答（
町
長
）

教
育
民
泊
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
準
備
作
業
を
進
め
、
昨
年
度
か
ら

本
格
的
に
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
今
年
度

も
８
団
体
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
度
の
受
け
入
れ
か
ら
見
え
て
き

た
課
題
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
荷
物
が
予

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

教
育
民
泊
に
つ
い
て

環
境
衛
生
に
つ
い
て

1 0
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問

温
泉
源
活
用
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
(目

標
を
達
成
す
る
ま
で
の
工
程
の
す
す
め
方
)

は
。答（

町
長
）

温
泉
源
活
用
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
・
６
年
度
の
２
回
、
町
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
令
和
５
年
度
に

は
簡
易
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
と
、
官

民
連
携
の
可
能
性
調
査
を
、
ま
た
、
職
員
で

構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
施

設
整
備
費
用
と
運
営
収
支
の
試
算
を
行
っ

た
。
１
月
に
デ
ジ
田
交
付
金
が
第
２
世
代

交
付
金
と
な
り
、
温
泉
掘
削
費
用
が
交
付

金
の
対
象
と
な
る
情
報
が
あ
り
、
２
月
上

旬
に
申
請
を
行
い
、
４
月
初
旬
に
交
付
金

決
定
と
な
っ
た
。
議
員
へ
の
説
明
は
３
月
定

例
会
会
期
中
に
１
回
、
４
月
に
２
回
行
い
、

５
月
に
は
町
民
と
語
る
会
で
も
説
明
し
た
。

問

温
泉
源
活
用
に
つ
い
て
民
意
は
得

た
と
考
え
て
い
る
か
。

答（
町
長
）

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
２
回
行
い
、
そ
の
結
果
と
公
共
施
設
に

よ
る
町
民
の
福
祉
向
上
を
鑑
み
れ
ば
、
温

泉
に
賛
成
の
声
が
反
対
を
上
回
っ
て
お
り
、

か
つ
、運
営
収
支

(ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
)
に

懸
念
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問

ど
ぅ
く
さ
ぁ
や
館
改
修
に
関
す
る

担
当
課
は
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

温
泉
源
活
用
と
第

２
世
代
交
付
金
に
つ
い
て
は
企
画
観
光
課
、

ど
ぅ
く
さ
ぁ
や
館
に
つ
い
て
は
保
健
福
祉

課
で
あ
る
。

問

町
民
と
語
る
会
の
説
明
で
は
、
実

質
的
な
町
の
負
担
金
は
約
１
億
３
千
万
円

で
あ
っ
た
が
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
資
料

で
は
８
千
万
円
と
あ
る
。
そ
の
理
由
は
。

答（
総
務
課
長
）

当
初
は
７
割
交
付
税
措

置
の

「
過
疎
対
策
事
業
債
」
で
計
算
し
た

が
、
８
割
交
付
税
措
置
の

「
辺
地
対
策
事

業
債
」
活
用
へ
の
変
更
で
生
じ
た
差
額
で
あ

る
。

問

令
和
６
年
11
月
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
委
員
会
の
冒
頭
で
委
員
長

(
副
町

長
)
が
、
「
温
泉
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。
や
る
・
や
ら
な
い
で
は
な

く
、
や
る
方
向
で
検
討
す
る
」
と
話
さ
れ
た

真
意
は
。

答（
副
町
長
）

町
長
の
従
来
か
ら
の
意
向

を
受
け
た
も
の
で
、
私
も
同
意
見
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
補
助

(
交
付
金
)
が
あ
れ
ば

と
い
う
事
で
、
方
針
を
明
確
に
し
た
。

問

町
民
へ
の
再
ア
ン
ケ
ー
ト
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

再
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。
町
民
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
出
向

い
て
説
明
し
た
い
。

問

温
泉
掘
削
を
決
定
し
た
プ
ロ
セ
ス

が
拙
速
す
ぎ
る
と
い
う
疑
念
は
拭
え
な
い

が
、
最
終
的
な
決
断
と
責
任
の
所
在
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）

し
っ
か
り
手
順
は
踏
ん
だ

つ
も
り
で
あ
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を
活
か
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
と
町
民
の
健
康
増
進
、

幸
福
を
考
え
、
最
終
的
な
決
断
は
町
長
で

あ
る
自
分
が
し
た
。

問

児
童
生
徒
通
学
路
安
全
確
保
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答（
教
育
長
）

龍
郷
町
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
危
険
個
所
の
把
握

及
び
合
同
点
検
の
実
施
、
対
策
の
検
討
及

び
対
策
効
果
の
把
握
改
善
を
行
っ
て
お
り
、

毎
年
の
点
検
個
所
図
一
覧
表
等
を
龍
郷
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

問

学
校
校
舎
内
の
安
全
確
保
へ
の
取

り
組
み
は
。

答（
教
育
長
）

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
事
前
の
危
機
管
理
と
し
て
、
体
制

整
備
や
安
全
点
検
、
避
難
訓
練
等
、
個
別

の
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
不
審
者
侵
入
・

気
象
災
害
・
交
通
事
故
へ
の
対
応
、
事
後

の
危
機
管
理
と
し
て
心
の
ケ
ア
や
調
査
・
検

証
・
報
告
・
再
発
防
止
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問

保
育
所
内
で
の
安
全
確
保
へ
の
取

り
組
み
は
。

答（
町
長
）

保
育
所
内
で
は
常
に
園
児

を
見
守
り
、
危
険
な
場
合
は
声
掛
け
を
し
、

ま
た
、
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
認
可
保
育
所
は
所
長
と
主
任
の

２
人
で
、
へ
き
地
保
育
所
は
保
育
士
２
人
で

毎
月
施
設
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

温
泉
源
活
用
に
つ
い
て

生
徒
・
児
童
・
乳
幼
児
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

長谷場 洋一郎 議員

次の定例会は 12月
予定しています。

を

あなたも議会を
傍聴して

みませんか？

［ 場所 ］

龍郷町役場2階
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問

保
育
士
の
昼
休
み
の
状
況
は
把
握

で
き
て
い
る
か
。

答（
町
長
）

認
可
保
育
所
２
ケ
所
に
つ

い
て
は
、
昼
休
み
の
時
間
に
お
い
て
も
園
児

の
対
応
な
ど
で
、休
憩
時
間
を
取
得
で
き
て

い
な
い
状
況
な
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

給
料
の
調
整
額
を
支
給
し
て
い
る
。

問

加
配
職
員
の
状
況
は
。

答（
町
長
）

加
配
を
し
て
い
る
の
は
、
大

勝
・
赤
徳
保
育
所
と
も
２
ク
ラ
ス
ず
つ
で
、

龍
瀬
保
育
所
は
本
年
度
か
ら
一
時
預
か
り

の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
一
時
預
か
り
が
無

い
場
合
で
も
３
人
で
保
育
を
行
っ
て
い
る
。

問

園
内
に
置
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
保
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答（
町
長
）

各
保
育
所
か
ら
要
望
が
あ

り
、
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

を
利
用
し
、
今
回
の
補
正
予
算
で
シ
ス
テ
ム

導
入
の
経
費
を
予
算
計
上
し
た
。

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

を
。

答（
子
ど
も
子
育
て
応
援
課
長
）

補
正
予
算
で

２
５
０
万
円
計
上
し
た
。
内
容
は
、
保
育
に

か
か
る
計
画
記
録
・
登
園
降
園
に
関
す
る

事
で
、
保
護
者
と
の
連
絡
な
ど
の
手
間
が
省

け
働
き
方
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

問

現
状
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
返
礼
品
の
充
実
を
図
る
た
め

の
対
策
は
。

答（
町
長
）

過
去
５
年
間
で
着
実
に
寄

附
額
を
増
や
し
、
現
在
１
億
円
前
後
で
推

移
し
て
い
る
が
、
他
市
町
村
と
比
べ
る
と
ま

だ
少
な
く
課
題
で
あ
る
。
体
験
型
観
光
旅

行
や
大
島
紬
な
ど
の
高
額
返
礼
品
の
充
実

を
考
え
て
い
る
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
と
の
関
係

構
築
へ
の
取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
た
め

年
末
に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
各
郷
友
会
で
ふ

る
さ
と
納
税
を
紹
介
し
、
出
身
者
と
の
関

係
構
築
に
努
め
て
い
る
。

問

今
後
の
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

答（
町
長
）

返
礼
品
の
差
別
化
や
戦
略

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
み
、
寄
附
者
が

共
感
し
や
す
い
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
も
考
え
て
い
る
。

問

本
町
の
ネ
ッ
ト
依
存
の
状
況
と
学

力
の
関
連
は
。

答（
教
育
長
）

ネ
ッ
ト
依
存
と
学
力
の

デ
ー
タ
は
無
い
が
、
本
町
の
児
童
生
徒
の
学

力
の
実
態
は
小
５
、
中
１
、
中
２

(国
、
社
、

数
、
理
、
英
)
令
和
５
年
度
は
す
べ
て
の

学
年
で
地
区
平
均
、
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

令
和
６
年
度
も
小
学
校
の
国
語
以
外
は
す

べ
て
上
回
っ
て
い
る
。
本
町
の
児
童
生
徒
の

学
力
が
高
い
の
は
、
各
学
校
の
先
生
方
の
努

力
や
、
龍
進
未
来
塾
に
よ
る
学
力
向
上
や

学
習
の
習
慣
化
が
身
に
付
き
つ
つ
あ
る
成

果
だ
と
思
う
。

問

家
庭
で
の
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
利

用
時
間
の
把
握
は
。

答（
教
育
長
）

把
握
し
て
い
な
い
学
校
も

半
数
ほ
ど
あ
る
が
、
本
町
の
児
童
・
生
徒

に
つ
い
て
は
、
過
度
な
利
用
状
況
は
見
ら
れ

な
い
。

問

家
庭
・
学
校
で
の
ル
ー
ル
作
り
や
今

後
の
対
策
は
。

答（
教
育
長
）

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の

使
い
方
は
、
家
庭
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
使
お

う
と
い
う
こ
と
を
重
点
実
践
事
項
と
し
て
、

町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
に
お

い
て
も
使
い
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を

設
け
て
い
る
。

保
育
士
の

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の

ネ
ッ
ト
依
存
に
つ
い
て

前島 克幸 議員

龍郷町議会では、 令和7年第3回定例会から、

本会議のライブ映像及び録画映像の

YouTube （ユーチューブ）での配信を開始しました。

上記QRコードからご覧いただけます。

引き続き、 「エフエムたつごう」78.9MHzでもライブ放送をお聞きいただけます。

一般質問は

ライブ配信・録画映像を
ご覧になれます

で

1 2



令和７年  第３回  定例会

問

施
設
整
備
の
目
的
は
。

答（
町
長
）

新
た
な
地
域
資
源
の

「
温

泉
源
」
を
活
用
し
た
施
設
整
備
で
、
ま
ち

の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
将
来
的
に
人
口
減
を

抑
制
す
る
こ
と
を
指
標
と
し
て
い
る
。
新
設

す
る
屋
内
遊
技
場
に
よ
る
子
ど
も
の
交
流

の
場
や
子
育
て
支
援
員
等
に
よ
る
相
談
・

情
報
提
供
、
併
設
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
病
児
病
後
児
預
か
り
を
通
し

て
子
育
て
世
代
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
支

援
の
充
実
を
図
り
、
出
生
数
増
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

問

運
営
方
針
は
。

答（
町
長
）

指
定
管
理
委
託
事
業
者
や

関
係
団
体
と
の
協
議
に
も
よ
る
が
、
温
泉

源
活
用
に
よ
る
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
は

勿
論
、
貸
切
風
呂
・
相
談
室
・
多
目
的
室

の
有
効
活
用
、
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
、

子
育
て
支
援
室
、
屋
内
遊
技
場
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
、
と

お
し
め
公
園
や
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
り
ゅ
う

ゆ
う
館
、
商
業
施
設
等
と
の
連
携
・
活
性

化
等
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
方
針
を
踏
ま

え
た
上
で
地
域
の
活
力
と
賑
わ
い
を
創
出

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

当
初
予
算
に
お
い
て
設
計
委
託
料

等
、
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況

は
。答（

町
長
）

設
計
に
つ
い
て
は
入
札
の

結
果
、
株
式
会
社
重
信
設
計
が
落
札
し
契

約
を
締
結
し
て
い
る
。
地
質
調
査
に
つ
い
て

は
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

財
源
の
調
達
状
況
は
。

答（
町
長
）

国
の
第
２
世
代
交
付
金
を

活
用
し
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
こ
の
交
付

金
は
、
交
付
金
対
象
事
業
の
２
分
の
１
が
交

付
さ
れ
、
残
り
の
２
分
の
１
は
辺
地
対
策
事

業
債
で
賄
う
予
定
と
し
て
お
り
、
こ
の
地
方

債
は
後
年
度
に
元
利
償
還
金
の
８
割
が
普

通
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と
い
っ
た
有
利
な

起
債
で
あ
る
。
こ
の
地
方
債
で
調
達
で
き
な

い
場
合
の
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
施

設
整
備
基
金
等
を
活
用
し
て
事
業
を
実
施

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

２
期
８
年
の
在
任
期
間
の
実
績
と

成
果
は
。

答（
町
長
）

町
長
に
就
任
以
来
、
町
民

の
皆
様
に
お
約
束
し
た

「
目
配
り
・
気
配

り
・
心
配
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
私
の
公
約

と
す
る

「
生
涯
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」、

「
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち
」、
「
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
」、
「持
続
可
能
な
観
光
の

ま
ち
」、
「
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て
き
た
。

２
期
８
年
間
の
主
な
取
り
組
み
を
申
し

上
げ
る
と
防
災
行
政
無
線
強
靭
化
・
長
寿

命
化
事
業
、
出
産
祝
い
金
の
創
設
や
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
な
ど
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
体
制
の
強
化
・
充
実
。
本
町
の
地
域

産
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
発
展
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「地
域
振
興
公
社
」
の

設
立
、
本
町
の
農
業
振
興
発
展
の
た
め
の

堆
肥
・
敷
料
生
産
施
設
の
建
設
。
浦
生
活

館
・
秋
名
集
会
場
・
安
木
屋
場
公
民
館
の

建
て
替
え
、
荒
波
地
区
に
滞
在
型
観
光
に

よ
る
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
施
設
と
し

て

「
荒
波
龍
美
館
」
の
整
備
、
西
郷
小
浜

公
園
の
整
備
、
り
ゅ
う
ゆ
う
館
改
修
事
業
。

教
育
民
泊
事
業
の
実
施
、
青
少
年
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
交
流
事
業
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
町
民

と
語
る
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

若
者
か
ら
高
齢
者
の
す
べ
て
の
町
民
が
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
魅
力
あ
る
ま
ち

「
た
つ
ご
う
」

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
創
り
上
げ
て
参

り
た
い
と
各
種
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

圓山 和昭 議員

２階

どぅくさぁや館改修計画のイメージ図

１階
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議案番号 　議案の件名 議決結果

第 47 号
龍郷町企業版ふるさと納税基金条例の制定
年度をまたいで寄附金を適切に管理・運用し、
効果的な活用に役立てることを目的として条例を制定するもの

原案可決 全会一致

第 48 号
龍郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
法律の一部改正により、部分休業制度の拡充が行われることに伴い、
所要の改正をするもの

原案可決 全会一致

第 49 号
龍郷町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充を図るため、
所要の改正をするもの

原案可決 全会一致

第 50 号

令和７年度  龍郷町一般会計補正予算（第３号）
9,713 万６千円を増額。
海藻生産試験業務委託、旧林業試験場利用計画図策定業務、堆肥・敷料生
産施設基盤整備、ソテツ群落除伐助成金など

原案可決 全会一致

第 51 号
令和７年度  龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
6,215 万７千円を増額。
償還金、介護給付費準備積立金など

原案可決 全会一致

第 52 号

令和６年度　龍郷町水道事業会計利益の処分及び決算の認定
収益的収入、3億2,953万5千円、収益的支出、2億5,233 万円で、
消費税を抜いた差引利益は、7,720万 6千円、
資本的支出では、1億6,075万2千円で、
不足する収入は、損益勘定留保資金等から補てん

原案可決 全会一致

第 53 号

令和６年度　龍郷町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定
収益的収入、1億 5,478 万 6 千円、収益的支出、1億 4,730 万 3千円で、
消費税を抜いた差引利益は、748万 3千円、
資本的支出では、7,902万 9 千円で、
不足する収入は、損益勘定留保資金等から補てん

原案可決 全会一致

第 54 号
訴えの提起
損害賠償請求の提起について、地方自治法第 96 条第 1項第 12 号の規定に
基づき、議会の議決を得るもの

原案可決 全会一致

認定第１号

令和６年度  龍郷町一般会計歳入歳出決算
歳入総額 75 億 2,913 万 4 千円、歳出総額 73 億 1,484 万 5 千円で、歳入・
歳出を差し引いた形式収支及び翌年度に繰り越す財源を差し引いた実質収
支から、基金積立金を加えた実質単年度収支は 1,079 万 7 千円の黒字。

原案可決 全会一致

認定第２号
令和６年度  龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
歳入総額 7億 9,354 万円、歳出総額 7億 9,162 万５千円で、歳入・歳出を
差し引いた実質収支は 191 万 5千円の黒字。

原案可決 全会一致

認定第３号
令和６年度  龍郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
歳入総額 1億 9,897 万 4 千円、歳出総額 1億 9,862 万 1 千円で、歳入・歳
出を差し引いた実質収支は 35 万 3千円の黒字。

原案可決 全会一致

認定第４号
令和６年度  龍郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算
歳入総額 7億 9,578 万 2 千円、歳出総額 7億 8,431 万 6 千円で、歳入・歳
出を差し引いた実質収支は 1,146 万 6 千円の黒字。

原案可決 全会一致

同意第３号 龍郷町教育委員会教育長の任命
碇山 和宏氏（再任） 原案可決 全会一致

同意第４号 龍郷町教育委員会委員の任命
岩切 博文氏（再任） 原案可決 全会一致

９月定例会ではこんなことが決まりました

議 決 結 果
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厚生連健診のお知らせ
特定健診・長寿健診・各種がん検診 問  役場 保健福祉課 ☎ 0997-69-4514

今年度、 最後の複合健診です！申し込みの必要はありません。

11月8日（土）はJA職員が主ですが、 町民の方も受診できます。（注1）

（注1）胃がん検診（バリウム検査）は11月９日（日）のみの実施となります。

若年健診（30歳～39歳）・特定健診（40～74歳）・長寿健診（75歳以上）は無料です。

日時 対象地区 会場 受付時間

１１月8日(土) JA職員健診 ・全集落
りゅうがく館講堂 7 ： 30～ 10 ： 00

１１月9日(日) 全集落

検査項目 40歳～ 70歳以上 生活保護世帯

胃がん検診（バリウム） ※９日（日）のみ 500円 200円

無料

（免除申請が必要ですので

申し出てください）

腹部超音波検査（腹部エコー） 1000円 1000円

前立腺がん検診 1,000円 1,000円

大腸がん検査 500円 200円

肝炎ウイルス検査 500円 無料

ピロリ菌（胃がんリスク）検査 3300円 3300円

骨粗鬆症検査 500円
500円

（７５歳以上無料）

● 健康診査内容

令和８年度の「裁判員候補者」又は
「検察審査員候補者」に選ばれた皆様へ

問  鹿児島地方裁判所 裁判員係 ☎ 099-222-7157
問  鹿児島検察審査会事務局 ☎ 099-808-3719

  それぞれの候補者は令和7年9月1日現在の選挙権を有する国民の中からくじで選定されます。

選定された候補者の方々へは、 11月中旬頃に「裁判員候補者」又は

「検察審査員候補者名簿への記載のお知らせ」が届きます。

どちらも国民の良識を反映させるための制度です。

ご不明な点は、それぞれの問い合わせ先へお尋ねください。

結婚に伴う新生活に係る家賃や引っ越し費用等を予算の範囲内において補助します。

龍郷町 結婚新生活支援事業 問  役場 子ども子育て応援課 ☎ 0997-69-4555

● 対象世帯 ・ 補助額

● 令和７年1月1日～令和８年3月31日の間に結婚したご夫婦

● 婚姻日における夫婦のいずれかの高い年齢が

29歳以下の場合は60万円

● 婚姻日における夫婦のいずれかの高い年齢が

39歳以下の場合は30万円

● 夫婦ともに補助を受けた日から3年以上龍郷町に

  居住すること

● 前年度の世帯所得が500万円未満であること

● 補助対象

● 新規の住宅取得に係る費用

● リフォーム費用

● 新規の住宅賃貸に係る費用

● 引っ越し費用

詳しくは
町ホームページを
ご確認ください。
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マイナンバーカードおよび電子証明書の
有効期限・更新 問  役場 町民税務課 ☎ 0997-69-4517

本場奄美大島紬 購入費等助成制度の
お知らせ 問  役場 企画観光課 ☎ 0997-69-4512

  「マイナンバーカード」と「電子証明書（オンライ

ンでマイナンバーカードを使用する際に本人であ

ることを電子的に証明するもの）」には有効期限

があります。 有効期限はそれぞれに設定されて

おり、 更新手続きが必要です。

  マイナンバーカードや電子証明書の有効期限

を迎える方には、 期限の2か月から３か月前を

目途にお知らせ（有効期限通知書）が送付されま

すので、お早めに開封して、 更新の手続きをお

願いします。

※電子証明書の更新はカード交付時に設定して

いる暗証番号が必要です。

マイナンバーカードの
２つの有効期限が

みなさんのカードの安全を守ります

「マイナンバーカード 
有効期限・更新」篇動画
（デジタル庁YouTubeチャンネル）

マイナンバーカードおよび
電子証明書の有効期限・更新
（デジタル庁ウェブサイト）

●  申請に関するお問合せ

本場奄美大島紬協同組合

☎0997-52-3411

本場奄美大島紬販売協同組合

☎0997-53-5411

●  制度に関するお問い合わせ

奄美市在住の方 ：奄美市紬観光課

☎0997-52-1148

龍郷町在住の方 ：龍郷町企画観光課

☎0997-69-4512

  本場奄美大島紬購入費等助成制度は、「地球

印」の証明紙が添付された反物を購入し、 着

物又は洋服に仕立てた場合、 反物の購入費 ・

着付けに必要な小物類 (帯等)及び仕立て費

用一部を補助する制度です。 但し小物類は上

限の目安があります。

  詳しくはポスター掲示店舗または下記お問

い合わせ先までお尋ねください。

※市税・町税に滞納のない方が対象になります。

奄美市及び龍郷町在住の方対象
購入費助成額

一般着物（上限10万円）：総額費用の20％
新成人（上限20万円）：総額費用の40％
洋服等（上限5万円）：総額費用の20％
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環境省
奄美野生生物保護センター ☎ 0997-55-8620

児童虐待防止推進月間

  １１月は「児童虐待防止推進月間」です。 すべての子どもは、「児童の権

利に関する条約」の精神にのっとり、 適切な養育を受け、 健やかな成長 ・

発達や自立が図られることなどを保障される権利があります。

子どもの健やかな成長に影響を及ぼす児童虐待の防止は、 社会全体で取

り組むべき重要な課題です。 小さなことであっても「あれ？おかしいな？」

と感じたら、 児童相談所虐待対応ダイヤル『189（いちはやく）』にお電話

ください。 お住まいの地域の児童相談所につながります。

  オレンジリボンは、 子どもの虐待を防ぐシンボルマークです。 期間中、

役場庁舎内においてもオレンジリボンツリーを設置しています。

龍郷町では、 県道81号線でアマミノクロウサギの交通事

故が多発しています。 運転する際は、以下の点に注意して、

安全運転をお願いいたします。

  保護活動によって個体数や生息地が回復してきたため、より身近な存在になってきたアマミノクロウ

サギ。 みなさまの安全のためにも、 夜間はゆとりある運転をお願いします。

  やむを得ずひいてしまっても罪に問われることはありません。 ケガをしている、 死んでいるアマミノ

クロウサギを発見したら、 下記までお電話下さい。

問  役場 子ども子育て応援課 ☎ 0997-69-4555

みんなで知って知らせて減らすロードキル！
９～11月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です！

問  役場 生活環境課 ☎ 0997-69-4525

９～11月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です！９～11月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です！

事故多発区間や、カーブ区間での「減速運転」

「ハイビーム運転」

「かもしれない運転」

路肩に注意し、
早期発見するための

飛び出してくる、
目の前にいる
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ま
ず
は
、
食
生
活
の
見

直
し
が
基
本
で
す
。
主
食

（
ご
は
ん
・
麺
類
・
パ
ン

な
ど
）は「
腹
八
分
」を
意

識
し
、
食
物
繊
維
を
多
く

含
む
野
菜
・
海
藻
・
き
の
こ
類
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。「
野
菜
↓
主
菜（
お
か

ず
）↓
主
食
」の
順
に
食
べ
る「
べ
ジ
フ
ァ
ー

ス
ト
」と
い
っ
た
“食
べ
る
順
番
”や
、「
よ
く

噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
」と
い
っ
た
食
べ

方
の
工
夫
で
も
血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

１
日
30
分
程
度
の
有
酸
素
運
動
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
に
加
え
、
筋
肉
量
を
増
や
す
軽

い
筋
ト
レ
も
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
効
果
的

で
す
。
食
後
１
〜
２
時
間
以
内
に
10
〜
15

分
程
度
歩
く
だ
け
で
も
、
血
糖
が
筋
肉
に
取

り
込
ま
れ
や
す
く
な
り

血
糖
値
の
上
昇
が
緩
や

か
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

糖尿病合併症

気になることがある方は、お気軽に役場
保健福祉課へご相談ください。看護師や
保健師、管理栄養士が生活改善の
ポイントを一緒に考えます。
保健師、管理栄養士が生活改善の

健
康
診
断
で
よ
く
耳
に
す
る「
血
糖
値
」。

こ
れ
は
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
を
表
す

数
値
で
、
体
を
動
か
す
た
め
の
大
切
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
、
血
糖
値
が
常
に
高

い
状
態
が
続
く
と「
糖
尿
病
」に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。「
糖
尿
病
」は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
、「
神
経
障
害
」

「
網
膜
症
」「
腎
症
」と
い
っ
た
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
合
併
症
は
、
透
析
や
失
明
、
脳

卒
中
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
重
篤
な
状
態
に

つ
な
が
る
た
め
、
日
頃
の
生
活
の
な
か
で
血

糖
値
を
意
識
し
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
血
糖
値
」を
健
康
的
に
保
つ
た
め
に
は
、毎

日
の
生
活
習
慣
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

  「糖尿病」は、 日々の工夫でしっかりと予防ができます。 まず

は年に一度の健診で自分の血糖値を確認し、 食事 ・運動 ・休養

のバランスを整え、「血糖値」と上手に付き合っていきましょう。

1つでも「いいえ」が

あった方は、 今日か

ら少しずつ生活習慣

を見直してみましょ

う。 毎日の小さな積

み重ねが、 将来の健

康につながります。

た つ ご う
今月のテーマ

「血糖値」と上手につきあうコツ

健康づくり
通信

11月14日は「世界糖尿病デー」です

vol.6

問  役場 保健福祉課
 ☎ 0997-69-4514今月の担当：  保健福祉課 保健師　蘇

ブルーサークルは糖尿病のシンボルマークです

血糖値と上手につきあうための
5つの生活チェック

「しめじ」もあれば、

「えのき」もある

十
分
な
睡
眠
や
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
工
夫

も
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

睡
眠
不
足
や
慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス
は
ホ

ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
血
糖
値
を
上

げ
や
す
く
し
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
を
心
が
け
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

手足のしびれ、
こむら返り

神経の症状し

網膜症→失明

目の症状め

腎症→透析

腎臓の症状じ

壊疽
足が腐る

え

脳卒中の

狭心症、
心筋
梗塞

虚血性心疾患き

「野菜→主菜（おかず）→主食」の順で食べる、
ベジファーストを実践している
よく噛んで、ゆっくり食べている

１日30 分程度の有酸素運動や筋トレをしている、
週５回以上体を動かしている

食後に10 ～15分の「ちょこっと運動」を
取り入れている

睡眠と休養をしっかりととり、
ストレスをためない工夫をしている

食
生
活

血糖値を
健康に保つ
カギ　

1その

運
動
習
慣

血糖値を
健康に保つ
カギ　

2その

十
分
な
睡
眠
・

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

血糖値を
健康に保つ
カギ　

3その



問い合わせ先 生涯学習センター りゅうがく館 事務室 ☎ 0997- 62- 3110

令和 7年11月号

・『墓じまい　何をすればいいのか、教えて
 ください！』 （吉川 美津子／WAVE 出版）
・『不登校をチャンスに変える一生モノの自信
 の育て方』 （福田 遼／ KADOKAWA）
・『日本語どんぶらこことばは変わるよどこまでも』

（飯間 浩明／毎日新聞出版）
・『知れば知るほどおもしろい お米のはなし』

（柏木 智帆／三笠書房）
・『ぼくの学校は世界中　家族４人で地球一周！
 キャンピングカーで旅した 1800 日』

（雲野 秀美／リチェンジ）
・『基礎からわかるおいしい果樹栽培の教科書』

（倉橋 孝夫／農山漁村文化協会）
・『渇愛　頂き女子りりちゃん』

（宇都宮 直子／小学館）
・『世界一眠らない日本に疲労専門医が伝えたい
 お疲れ日本人の本当の休み方』

（梶本 修身／ Gakken）
・『笠原将弘のまた食べたくなるおそうざい』

（笠原 将弘／マガジンハウス）
・『涙がでるほど心が震えるすばらしい
 クラシック音楽』 （車田 和寿／あさま社）
・『ファイナンスの世界史』

（大村 敬一／日経 BP日本経済新聞出版）
 他

●  一般書  ● ●  児童書  ●
・『おばけのルルンとハロウィンのともだち』

（大木 あきこ／国土社）
・『大迫力！恐竜大百科』

（福井県立恐竜博物館／西東社）
・『マイマリオのえほん　かおマリオ』

（任天堂株式会社／小学館）
・『小学生のための貧困の経済学えほん』

（デュフロ エステル／フレーベル館）
・『わたしのかみのけのばしたら？』

（おおの こうへい／ PHP 研究所）
・『余命一年と宣告された君と、消えたいと願う
 僕が出会った話』 （森田 碧／ポプラ社）
・『こころをなくしたかいじゅう』

（新井 洋行／パイインターナショナル）
・『やけんとあったかいおうち』

（いしあっちゃん／文芸社）
・『３歳から親子でできる！もっとおうち実験
 ＆あそび』 （いわママ／ワニブックス）
・『それ犯罪かもしれない図鑑』

（小島 洋祐／金の星社）
・『そうじきのなかのボンボン』

（加藤 絢子／フレーベル館）
・『Ｑ世代塾の問題児たち』 （石川 宏千花／理論社）
 他

今月のおすすめ本

図解 眠れなくなるほど面白い
疲労回復の話
梶本 修身／日本文芸社

全然取れないその疲労、「脳の疲

れ」 が原因かもしれません。 さま

ざまなストレスがある現代社会、疲れに悩む人は

増え続けています。 読むことで疲労の悩みが消え、

疲れ知らずの体になることができる一冊です！

クマはなぜ人里に
出てきたのか
永幡 嘉之／旬報社

大量出没、人身事故の増加で

マスコミを騒がすツキノワグ

マ。 その背景には何があるのか？クマの棲

む山岳から里山まで丹念に調べ歩き、クマ

と人との関係を読み解いてゆきます。
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タンザニア連合共和国大使館
参事官エドナ・ディオニズ・チュク 様

御一行

弘前医療福祉大学
短期大学部

中川 貴仁 様  御一行

鹿児島県保護司会連合会
会長 岩﨑 昌弘 様

北大島保護区保護司会
会長 松田 秀樹 様

南西航空警戒管制団
杉谷 康征 様  御一行

日野 晶子 様 麻生川 マコ 様

ご来庁ありがとうございました

　中村 凌
りょうくう

空くん、岡山 千
せんじゅ

珠ちゃん、

迫地 莉
りい と

絃くん、德禮 碧
あおい

くん

銀のさじプレゼント

龍郷町では「一生食べ物に困らない」「健やかな成長」という

思いを込めて、 出産祝いに銀のさじをプレゼントしました。

（対象者：父または母が町内に半年以上居住）

今回の対象者（左から）

ようこそ

龍郷町へ！

南 マトエさん（大勝）、里 八

重さん （赤尾木） が 9月に

100歳を迎えられ、龍郷町

から賞状や敬老祝い金など

が贈呈されました。 これか

らもどぅくさぁしもりんしょ

れよ～。

100　祝いおめでとうございます歳祝

南 マトエさん 里 八重さん

2 2



9 月 届 出

お誕生おめでとうございます

沖島 朱
あ ま ね

茉音 父諒一 母優紀 中勝

奥 埜
と う い

生 父海地 母美波 大勝

花田 遥
よ う た

太 父大樹  母彩綾合 大勝

香典返し

寄 付 者 故 人 寄 付 先

西田 民子 西田 勝美

秋名老人クラブ
幾里老人クラブ
秋名青壮年団
幾里青壮年団

藤木 八重子 藤木 榮郎 下戸口老人クラブ

奥村 85 円

西田 勝美 86 秋名

肥後 シヅヱ 84 嘉渡（龍郷の里）

藤木 榮郎 82 下戸口

西田 佐代子 73 赤尾木（星の園）

ご冥福をお祈りいたします

東京都練馬区 内田 ひとみ 様

広報たつごうへご寄附をいただきました。誠にありがとうございます。

わきゃシマの玉黄金

October
10

満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。
この子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。

く
し
ゃ

っ
と笑
顔 我が家の愛嬌

さ
ん
☆

大勝 雄志郎 苑佳

　　　　　 れいか

中村 礼佳ちゃん

中勝 涼 美緒里

　　　　　     

德永 めいちゃん

ひ

なた
にーに、大好きー！

龍郷 史貴 はるか

　　　　 てんじゅ

碩 陽寿くん

に
ぃ

にと
遊ぶのがだいすき
♡

秋名 健太 麻文

      り 　く

本山 莉久くん

チ
ャ
ー

ムポ
イントはえくぼで

す
♡

編
集
後
記

９
月
中
旬
か
ら
、
大

忙
し
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

り
ま
し
た
ね
。

集
落
の
敬
老
会
や
敬
老

相
撲
、
町
相
撲
大
会
、
各

小
中
学
校
の
運
動
会
、
そ

し
て
町
民
体
育
大
会
、
種

お
ろ
し
な
ど
な
ど
。
そ

の
他
の
予
定
も
多
々
あ
り
、

凄
ま
じ
く
忙
し
い
奄
美
・

龍
郷
の
秋
で
す
が
、
町
が

一
番
盛
り
上
が
る
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。

４
大
行
事
の
ラ
ス
ト
で

あ
る
町
駅
伝
が
終
わ
る
ま

で
、
健
康
第
一
で
、
楽
し

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

イ
ラ
ス
ト
:竹
内
ひ
と
み
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電
話
0997 -62 -3111  ＦＡ

Ｘ
0997-62-2535  

https://w
w
w
.tow
n.tatsugo.lg.jp  koho@

tow
n.tatsugo.lg.jp

知って知らせて
みんなで減らすロードキル

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
令和７年
９月末時点104件

（令和6年1年間121件）
環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美野生生物保護センター）

☎0997-55-8620

奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開

催しており、 龍郷町民の方についても

無料で相談することができます。

奄美市役所  保健福祉部福祉政策課
つながる相談室

☎ 0997-52-1111
【受付時間】8：30 ～ 17：15

お問い合せ
・

予約

奄美法律相談センター

無料法律相談のご案内法

電話予約 （先着順）必須

レシピ提供者：役場 保健福祉課

1   うどんはたっぷりの沸騰した湯で10分ゆがく。
ゆで上がったら手早くザルに取り、 水洗いする。

2   いりこは頭と腹を取る。 ねぎは小口切りに切る。
3   鍋に油を熱し、いりこを焦げない様に弱火で炒める。
4   3に分量の水を入れ、 沸騰させない程度の弱火～
中火で20分煮る。

 5   いりこを取り出し、 Aの調味料で味を調える。
6   豚骨の脂(豚バラ骨を煮た上澄みの脂)か天ぷらの
揚げ油を大さじ１～２杯加える。

作り方

島うどん

1｜土 ■どぅくさ会（14：00）瀬留
■どぅくさ会（14：00）赤尾木

2｜日 ■どぅくさ会（14：00）手広

3｜月
文化の日
■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

4｜火 ■どぅくさ会（14：00）安木屋場
■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口

5｜水 ■どぅくさ会（14：00）円

6｜木
■ 1歳6か月児・3歳6か月児健診（12：30）どぅくさぁや館
■どぅくさ会（14：00）中勝
■楽らく体操（9：30）龍郷 ■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

7｜金
■男性料理教室（10：00）りゅうがく館
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

8｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳

9｜日 秋季全国火災予防運動（～15日）

10｜月
■楽らく体操（14：00）中勝
■どぅくさ会（14：00）浦
■どぅくさ会（14：00）芦徳

11｜火 ■どぅくさ会（14：00）嘉渡

12｜水 民児協定例会

13｜木
■どぅくさ会（14：00）中戸口
■楽らく体操（9：30）龍郷
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

14｜金
■よーりよーりサロン（10：30）どぅくさぁや館
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

15｜土 ■どぅくさ会（14：00）瀬留

16｜日 第60回町駅伝競走大会

17｜月 ■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

18｜火
■どぅくさ会（14：00）安木屋場
■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口

19｜水
食育の日
■ 1歳児4歳児母子歯科相談日（12：30）どぅくさぁや館
■どぅくさ会（14：00）円　■どぅくさ会（14：00）大勝
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館

20｜木 ■どぅくさ会（12：00）中勝 ■どぅくさ会（14：00）中戸口
■どぅくさ会（14：00）手広 ■楽らく体操（9：30）龍郷
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

21｜金
■どぅくさ会（14：00）川内
■どぅくさ会（14：00）赤尾木
■楽らく体操（19：30）川内

22｜土 ■どぅくさ会（14：00）屋入
■どぅくさ会（20：00）芦徳

23｜日 勤労感謝の日

24｜月
振替休日
■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

25｜火 ■どぅくさ会（14：00）嘉渡

26｜水

27｜木
定例駐在員会
■楽らく体操（9：30）龍郷
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館

28｜金 ■楽らく体操（19：30）川内

29｜土
30｜日
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龍郷町行事予定 2025年11月 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

　旧暦 9月15日

　旧暦 10月1日

13：00～16：30法

11：00～12：00
13：00～15：30

法

 9：30～11：30法

厚生連健診

　　　　（４人分）
● 平うどん（乾）［400ｇ］  ● いりこ［50ｇ］
●  油［大さじ２］  ●  水［1Ｌ］

● 塩［小さじ1/3］　● みりん［小さじ1/2］
● 濃い口しょうゆ［小さじ２］
● 薄口しょうゆ［大さじ1］　● 酒［小さじ1］

● 豚骨の脂か天ぷらの揚げ油［大さじ1～２］
● ねぎ［4本］

材料

A

ひとくちコメント

お
い
し
い

ひ
と
し
な

龍郷町HP

島うどんは平うどんにいりこの
出し汁をかけ、ねぎなどを乗せ
た素朴なうどんですが、 最近
では豪華に天ぷやらかき揚げ、
豚バラ骨をトッピングすること
もあります。 トッピングのレシ
ピは龍郷町HPに掲載しており
ますのでぜひ併せてお試しくだ
さい。




